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利用者インタビュー

歯髄バンク®＆DPストック®（献歯®）とは



歯髄幹細胞の特性を活かした
再生医療の研究開発を加速します

株式会社セルテクノロジーはキッズウェル・バイオ株式会社（旧商号：株式会社ジーンテ
クノサイエンス）と業務提携し、研究事業を委託しております。
私たちが、どの様な疾患を直近のターゲットとしているかを上記イラストでお伝えします。
（これはまだ一つの例でして、弊社としてはさらに広げていきたいと考えております。）
対象となる疾患は、* 神経堤細胞である歯髄幹細胞の特性を活かし、神経や骨に関連する
疾患をファーストステップとしています。
今後、臨床試験が開始されたタイミングで、開発状況を公表いたします。
*神経堤細胞：
この細胞を起源とする組織は、顔面の骨や軟骨、歯、血管平滑筋や血管周皮細胞、感覚神経やグリア細
胞等の神経組織、色素細胞、眼球内の角膜・虹彩・毛様体や脈絡膜、さらに、副腎髄質などにも含まれます。



歯髄幹細胞には、
多くの人の病気や
ケガを治す能力と将来の
可能性がありますので、
大きな期待が
込められています。

『歯髄幹細胞による細胞治療への期待』と題しまして、歯科再生医療の第一人者としてご活躍さ
れている本田雅規先生に寄稿をいただきました。

本田先生は、1989 年愛知学院大学歯学部をご卒業後、名古屋大学、東京大学医科学研究所、日本大学歯学部な
どを経て2015 年に愛知学院大学歯学部口腔解剖学講座の教授として就任され現在に至っております。

令和になり歯髄幹細胞による治療が現実味を帯びてきました。筆者が平成元年に歯学部を卒業時、骨髄移植は行
われていましたが、歯の中の歯髄に幹細胞がいて、それが医療に使われるとは思いもしませんでした。名古屋市の
歯科医院での勤務医時代は、抜歯した歯は医療廃棄物として廃棄していました。

卒後 5 年目に入局した名古屋大学医学部口腔外科で、生まれて初めて細胞から皮膚が作れることを知りました。細
胞移植で歯科の治療を変えたいと考え、私の進路は変わりました。

歯髄幹細胞は骨髄や脂肪の幹細胞よりも増殖する能力や骨を作る能力が高いことや炎症を抑えたり免疫機能を高
めたりする能力も、他の幹細胞と同等という研究報告があります。

歯髄幹細胞は医療廃棄物となる歯から採取できることが利点です。脱落しかけた乳歯からも採取できますので、
子供のころに自分の細胞を保存することができます。この利点は歯以外にはありません。

自分の細胞による治療が現実味を帯びてきました（自家細胞移植）。日本では、歯髄の再生や骨の再生が、世界に
目を向けると歯周組織の再生の臨床も始まっています。自家細胞移植で一定の成果が得られれば、だれでもが細胞
治療を受けられるように他人の細胞による治療が始まることでしょう（他家細胞移植）。この他家細胞移植の発展
には、骨髄移植と同じように多くの種類の細胞を集めることが必要です。歯髄幹細胞は歯科医院の協力で多くの細
胞を集めることができます。他家細胞移植に使う細胞として、歯髄幹細胞が最もよいかもしれません。

歯髄幹細胞には、多くの人の病気やケガを治す能力と将来の可能性がありますので、大きな期待が込められていま
す。われわれ研究者には、安全で確実な細胞治療の開発及び改良を続けることが求められています。

～抜いた歯は歯髄細胞バンク® or 献歯®へ！～

献歯　休止中
休止させていただいております

～ 研究者インタビュー ～



※献歯事業は㈱ジーンテクノサイエンスが運営し、㈱セルテクノロジーが受付窓口業務を受託しております。

［初期登録料］10年間保管：37万円（税抜） 40,7000円（税込）
［登録更新料］10年間更新：15万円（税抜） 16,5000円（税込）

献歯®（ＤＰストック®）とは？

保管を希望されるお客様が安心して「歯髄細胞バンク®」をご利用いただけるよう、大手・医療法
人グループの細胞保管施設とも連携しています。

献歯　休止中
休止させていただいております



•なぜ歯髄細胞バンクを利用することに決めたのか教えてください。
母ミナ様）　最近、テレビで知りました。臍帯血のバンクは周りでもしている人はいました。再生医療

はこれから研究が進んでいくと思いますし、将来的に息子に何かあった時の保険として
利用しようと思いました。早くいろんなケガや病気に使えるようになってほしいですね。

•認定歯科施設で抜歯をした時の様子をお聞かせください。
ハヤト君）　麻酔をしての抜歯でしたので、痛みは全くありませんでした。
母ミナ様）　信頼できる主治医と相談して予約から抜歯までスムーズにいけ、特に息子が嫌がること

もありませんでした。

•ご心配や不安な点はありませんでしたか？
母ミナ様）　実は最初に抜いた歯の培養がうまくいかず、中学生で残りの乳歯が少なかったのが心配

でした。２回目で無事成功し安心しています。乳歯が残っていれば何度でもチャンスが
あるのはいいですね。

ハヤト君）　特に心配な点はありませんでした。送られてきた報告書で初めて自分の細胞の写真を見
て、とても興味が湧きました。経過ごとに細胞がどんどん増えていったので、見ていて
楽しかったです。

•今後、歯髄細胞バンクというサービスはどの様になっていくと思いますか？
母ミナ様）　これから世間から注目度も変わっていくと思います。親知らずの歯髄細胞バンクについ

てテレビで紹介されてましたし、スポーツ選手などからの依頼も増えていくのではない
でしょうか。若いうちから、歯髄細胞バンクに関する情報を知っておいた方がよいと思
います。

～ 利用者インタビュー ～
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